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１．はじめに 

1.1 取り組みの枠組み  

2013 年 2 月に，徳山工業高等専門学校土木

建築工学科（以下、徳山高専と略す）の常勤

教員有志と非常勤講師である地域の技術者

（山口県技術士会会員）有志により，下松市

立久保中学校の 2年生を対象とする防災教育

を行うための組織を結成し，「久保中学校防

災教育コンソーシアム」と名付けた 1)． 

この取り組みは，2 年にわたり，徳山高専

教員により久保中学校で実施した「防災出前

授業」を契機に，内容の高度化をめざし，年

間を通じた，「総合的な学習の時間」を活用

したプログラムへと発展させようする狙い

がある． 

当初の枠組みとして以下のことを設定し，

メンバーの間で合意を得た． 

① 中学 2 年生 130 人を対象に「総合的な

学習の時間」を活用する． 

② 身近な危険（土砂災害など）を教材と

する 

③ 地域の人材（産学公）を活用する． 

④ IT 教育との連携を図る（web 上に構築

する防災マップ）． 

1.2 活動メンバー 

 ｢久保中学校防災教育コンソーシアム｣の

活動メンバーは，小・中学校向けの防災教育

に取り組んでいる徳山高専教員有志，技術士

会所属の技術者，フィールドとなる久保中学

校の校長，連携対象である河川管理者（周南

土木建築事務所）とした（表-1）． 

表-1 久保中学校防災教育コンソーシアムメンバー 

氏名 所属・役職

山口
県技
術士
会

備考

末冨久勝 下松市立久保中学校・校長 当初
重政徹哉 下松市立久保中学校・校長 交替
松塚栄次 山口県周南土木建築事務所・所長 当初
岩本和美 山口県周南土木建築事務所・所長 交替

住居孝紀
山口県技術士会・会長
（宇部興産コンサルタント・相談役）

○

坂本修
山口県技術士会．副会長
（洋林建設・部長）

○

河村志朗
山口県技術士会・監査
（ソイルブレーン会長）

○

上　俊二 徳山工業高等専門学校・教授
橋本堅一 徳山工業高等専門学校・教授
渡辺勝利 徳山工業高等専門学校・教授
海田辰将 徳山工業高等専門学校・准教授
古賀崇了 徳山工業高等専門学校・准教授
目山直樹 徳山工業高等専門学校・准教授　※ ○

※コンソーシアム代表 ○は会員  

２．総合的な学習の時間を活用した防災

授業 

2.1 学習対象 

 身近にある危険を学習対象として設定し

た．すなわち，下松市立久保中学校周辺の急

傾斜地，二級河川・切戸川（校区内を中心に），

中学校から第 2 の避難場所（下松市スポーツ

公園）までの経路（3 ルート）である． 

2.2 学習プログラム 



 

久保中学校 2 年生 130 人，4 学級を 20 班に

分け，班単位での行動を基本とする学習プロ

グラム（表-2）をたて，各回 2 時間で，計 5

回（10 時間）の授業を行った． 

 

３．防災教育の実施概要 

【第１回】5 月 10 日（金） 2 時限 

○自然災害の科学と災害時の避難行動 

前半 土砂災害の科学について学ぶ 

後半 ハザードマップを使った演習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真-1 自宅から避難場所までの経路を記入 

【第２回】5 月 14 日（火） 2 時限 

○学校周辺の土砂災害危険個所の点検 

前半 GPS カメラの使い方 

Pentax Optio WG-Ⅱ，WG-Ⅲを使い，現地点

検時の写真を撮影する． 

後半 学校周辺の急傾斜地の点検 

徳山高専並びに技術士会メンバーが 5ヶ所に

分かれて，生徒らに急傾斜地の点検を指導し

た． 

 

写真-2 急傾斜地の点検についての指導 

（上，河村，坂本，後藤） 

表-2 学習プログラム（全体構成） 

回　数 内　　　　容 講　師 教　材

第1回 5月10日 午後

自然災害の科学と災害時の避難行動【2時限】
①自然災害の科学
②災害時の避難行動
④宿題
③ハザードマップを使った演習

目山直樹
（徳山高専）

・ハザードマップ

第2回 5月14日 午後

学校周辺の土砂災害危険個所の点検【2時限】
①GPSカメラの使い方について
②学校周辺の急傾斜地での現地点検
③点検結果の整理
　⇒「防災マップ①」の作成

上俊二，目山直樹，
古賀崇了
（徳山高専）
坂本修，河村志朗
（山口県技術士会）

・GPSカメラ
・野帳（観察メモ）
　⇒防災マップ①

第3回 7月9日 午後
校区内を流れる「河川」についての学習【2時間】
・川のめぐみ，川の危険について
・切戸川の利活用と河川整備プロジェクトについて

山口県河川課
周南土木建築事務所
技術職員

第4回 8月27日 午後

避難場所への経路での危険個所の点検【2時間】
　①「防災マップ①」の配布
　②現地調査の注意事項の確認
　③3ルートに分かれて現地点検（スポーツ公園まで）
　④下松市総合スポーツ公園体育館へ集合
　⑤次回の活動についての説明
　　　⇒本日の結果から「防災マップ②」を作成

目山直樹，古賀崇了
（徳山高専）
坂本修，河村志朗
（山口県技術士会）

・GPSカメラ
・野帳（観察メモ）
　⇒防災マップ②

第5回 9月19日 午後

久保中・防災マップの作成
　①防災マップ作成ルールの説明
　②班ごとに工夫する点の話し合い
　③概ねのカタチに仕上げる
（授業後の自習）
　・避難訓練で使用する「防災マップ③」に仕上げる

目山直樹，古賀崇了
（徳山高専）
坂本修，河村志朗
（山口県技術士会）

・パソコン
　⇒防災マップ③

文化祭 10月27日
文化祭での発表
・代表チームによる

・自分たちで作った防災
マップ

避難訓練 11月29日 午後

2年生が，自分たちで作成した「防災マップ」を使用して，
学校からスポーツ公園に避難する「避難訓練」を行う．
その際，避難行動（位置情報と時間）を計測するため，班
ごとにGPSロガーを携帯する．

目山直樹，古賀崇了
（徳山高専）

・GPSロガー
・自分たちで作った防災
マップ（避難経路地図）
・野帳（避難行動の記録）

日　時

 

9 月 19 日 

8 月 27 日 

11 月 29 日 



 

【第３回】7 月 9 日（火） 2 時限 

○校区内を流れる「河川」についての学習川のめぐみ

と川の危険について，および，切戸川の利活用と河川

整備プロジェクトについて，山口県河川課職員，周南

土木建築事務所職員から講義を受けた．

写真-3 川の

めぐみ・川の危険（県河川課職員） 

【第４回】8 月 27 日（火） 2 時限 

○通学路や避難場所への経路での危険個所の点検 

3 ルートに分かれ，班単位で，第 2の避難場所へ移動し

ながら避難経路を点検した．GPS カメラで撮影し防災マ

ップに展開・整理した． 

 

写真-4 避難経路の点検 

【第５回】9月 25 日（水） 2 時限 

○久保中・防災マップの作成 

班ごとに防災マップを作成する． 

【文化祭：活動記録の発表】10 月 27 日（日） 

これまでの 5 回の防災授業を受け，文化祭で学習発表

を実施した． 

ステージ発表 災害時の対応を劇で発表 

展示発表 全班の防災マップを展示 

【避難訓練の実施】11 月 29 日（金） 

○これまでの学習をもとに避難訓練を実施 

移動時間は約 30 分 

 

写真-5 地図上に取材したことを整理する（目山） 

 

写真-6 Google Map 上に「防災マップ」を作成（古賀） 

 

写真-7 各班で作成した「防災マップ」 

 
写真-8 避難訓練の様子:恋路トンネルを通過 



 

４．久保中学校での活動成果 

4.1 生徒の防災意識の変化 

 各回の授業実施前に家族で避難場所を決めているか，

実施後 1 週間後に家族で話し合って避難場所を決めた

かをアンケート調査により確認した（表-3）． 

 当初，家族で避難場所を決めている者は 18％にすぎ

なかったが，第 1 回授業の後 44％に，第 2 回授業前に

61％，第 3回授業後には 70%に達している． 

 徳山高専で行っている他の防災出前授業で，中学生

の宿題実施率が 3割程度であることを考えると，7割の

実施率は高いといえる 2),3),4)． 

 ただし，4回目以降，宿題実施率 5割で頭打ちとなっ

ており，授業回数を再検討する際，考慮すべき事項と

いえる． 

表-3 「家族で避難場所を決める」宿題実施率 

第1回 第2回 第3回 第4回 第5回
23 76 84 68 65

18.4% 60.9% 66.1% 56.7% 55.9%
54 85 63 63

43.9% 69.7% 51.2% 51.6%
※上段，実数．下段，実施率，%

事前アンケート

事後アンケート

 
 第 1 回授業の事前アンケートでハザードマップを知

らないと回答した生徒が 51％もいたが，第 5 回の授業

の事前アンケートでは 9%（11 名）まで低減している． 

 実際には，第 1 回授業でハザードマップを全員が使

用しているが，認識のずれから「知らない」を回答し

ているものと思われる． 

4.2 作成した防災マップ 

 現在，Google Map のサイト上に，20 班分の久保中・

防災マップがある 5),6)．次年度以降，このサイトを活用

しながら防災教育を継続するため，ある程度の時間短

縮が可能と考えている． 

4.3 切戸川に関わる防災教育教材の開発 

 今回，山口県河川課並びに周南土木建築事務所の協

力を得て，地域の「河川」を題材とする防災教育教材

を作成することができた． 

 

５．まとめ 

平成25年度の久保中学校防災教育コンソーシアムの

活動を以下のように総括する． 

・5 回の防災授業の実施により，身近な危険（土砂

災害と水害）を教材とする防災教育を実施した． 

・GPS カメラと Google map を利用した「防災マッ

プ」を web 上に作成し，避難経路の危険の認知と

IT 教育の連携を図った． 

・防災マップを使用した「避難訓練」を実施した． 

・授業ごとのアンケート調査により，生徒の防災対

応力の変化を把握した． 

 2014 年度に本活動を継続する予定であるが，今回の

成果をふまえ，3 回の授業と避難訓練を実施するプログ

ラムに改変する予定である． 

【謝辞】本研究の実施にあたり，2013 年度下松市立久

保中学校 2 年生の生徒 130 名並びに教職員のみなさま

の多大なる協力を得た．記して謝意を表す次第である．

また，山口県周南土木建築事務所企画調査室，山口県

土木建築部河川課職員の協力を得た．深甚なる謝意を

表す次第である．本研究は，土木学会中国支部より平

成 25 年度調査研究活動助成（B）「課題名：久保中学校

防災教育コンソーシアム（産学公連携による防災教育

プログラムの開発と）」の成果の一部である．また，公

益財団法人河川財団より下松市立久保中学校に対し，

河川整備基金助成金の交付を受けて行った活動である．

記して謝意を表したい． 
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